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１．研究背景・目的 

ベニズワイガニ（以降、ベニズワイ）は日本海の水深 500～2,700 m という非常に広い水

深帯の深海に生息し、かつ膨大な資源量を誇る日本海の深海を代表する生物の 1種で、深海

生態系の維持において重要な位置を占めている。また、本種は重要な漁業資源として利用さ

れており、令和 4年度の漁獲量は約 12,000 t で、国内のカニ類で最多である。富山県におい

ても、ベニズワイ漁が活発に行われており、「高志の紅ガニ(こしのあかガニ)」の愛称をつけ

てブランド化されている。また、富山では漁場が近いという利点を活かし、カニ籠漁により

市場に新鮮な状態のベニズワイが多く水揚げされる。また、昼セリの見学会の開催なども行

われており、水産・観光資源として重要な役割を担っている。 

しかし、2024 年 1 月 1 日に発生した「令和 6 年能登半島地震」に起因する富山湾内の海

底地すべりが、2025 年 2月時点で約 50か所発生していることが確認されており、海底地す

べりによる漁場崩壊や、それに伴うカニ籠漁具の損失を引き起こした。2024 年の富山県の

ベニズワイ漁獲量は平年の 54 ％と過去最少で、記録的な不漁となっていることが報告され

ており、地震に伴う深海生物への影響が顕在化している。 

そこで本研究では、取得済みの地震以前の試料分析に加え、富山湾の試料採取実績のある

海域において、ベニズワイやその他深海生物および表層堆積物の採取を行い、試料分析を行

う。得られた結果を基に地震前後における深海生態系および海底環境の変化の把握を行う

とともに、ベニズワイを持続可能な資源としていくための漁業の在り方についても検討す

る。 

 

２．研究手法 

2－1. 研究対象地域及び試料採取 

本研究対象の調査地点を図 1 に示した。富山湾内の水深 500 m 以深にベニズワイは広く

生息しているが、今回は、漁場として利用されている付近でベニズワイを採取した。2024年

7 月に富山湾中央部で桁網を使用したベニズワイ（甲幅：8.4～116.2 mm）とその周辺に生

息する深海生物の採取が富山県農林水産総合技術センター水産研究所（以降、富山県水産研
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究所）の「立山丸」で行われ、提供を受けた。また、2024 年 2 月～11 月の間に朝日町沖と

富山湾奥部においてカニ籠で漁獲されたベニズワイ（甲幅 90 mm 以上）とその周辺に生息

する深海生物を、漁業者から提供を受けた。 

表層堆積物は、2023年と 2024年に長崎大学水産学部所属「長崎丸」に乗船し、常願寺川

沖と黒部川沖で採取を行った。 

 

図１．研究海域の海底地形と調査地点 

2－2. 分析 

2－2－1. 富山湾産深海生物の食物網調査 

 ベニズワイを含む深海食物網の現状を明らかにするために、ベニズワイの胃内容物調査

と、餌源と栄養段階の指標となる炭素・窒素安定同位体比（δ13C・δ15N）の分析を実施した。 

 ベニズワイの胃内容物は頻度法（Hynes 1950，浜野 2005）により集計し，各餌生物の出

現頻度を「100×その餌生物を胃中に含んでいた個体の数／胃の中に何らかの餌が存在した

個体の数」で計算される値（%）として示した。 

ベニズワイおよび他の深海生物の δ13C・δ15N は、筋肉組織を脱脂処理した後、EA-IRMS

（EA IsoLink CN/OH IRMS System, Thermo Fisher Scientific 社）で測定を行った（測定精度：

δ13C=±0.09 ‰、δ15N=±0.25 ‰）。 

 δ13C・δ15N：生物試料の δ13C・δ15N には、胃内容物調査だけでは分からない長期間利用し

た平均的な餌の記録が反映されていることが知られている。特に、食物網解析に多く用いら

れており、δ13C は栄養段階の上昇に伴い、約１‰程度の僅かな上昇幅であることから餌源の

推定に用いられており、δ15N は栄養段階の上昇に伴い、約 3.4±1.1 ‰も上昇することから

栄養段階の推定に用いられている（Minagawa and wada., 1984 ; DeNiro and Epstein., 1978）。 

 なお、桁網で採取された生物は胃内容物調査と同位体比分析を実施したが、カニ籠漁で採

取された生物は、籠に捕獲されて数日経過しており、胃内容物が自然状態ではないと考えら

れた。そのため、長期間の餌履歴を追える同位体比分析のみを行った。 
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2－2－2. 深海生物の生息域周辺における底質調査 

 底質環境の地震後の変化を明らかにするために、表層堆積物の粒度と放射性核種（137Csと

210Pb）の分析を行った。 

 粒度分布は、地震以前の堆積物と、2024 年に採取した常願寺川沖の堆積物について、レ

ーザー回折式粒度分布測定装置(Mastersizer 2000, Malvern Panalytical)を用いて測定を行った。

測定にあたって、分散媒には、5.5 g/l ヘキサメタりん酸ナトリウム溶液を用い、測定直前に

1 分間の超音波をかけた。2024 年に採取した黒部沖の堆積物については、装置の測定範囲

（< 2 mm）よりも粗粒の割合が高いと考えられたため、湿式ふるい法により、砂区分と泥

（シルト+粘土）の割合を算出した。 

 137Cs と 210Pb は、乾燥試料を、めのう乳鉢を用いて堆積物粒子をシルトサイズに粉砕した

後、プラスチック製容器に密封し、226Ra と 222Rn の間に放射平衡が成立するまで 1 か月以

上放置した。測定は、福島大学環境放射能研究所の Ge 半導体検出器を用いた。なお、試料

と標準物質間の密度差に伴うγ線の吸収効果を最小限にするため、試料充填の高さは一定

にした。地層の年代と堆積速度の算出は、CRS モデル(Appleby & Oldfield, 1978; Appleby, 2002)

に基き、rplumパッケージを用いて RStudio で実行した(Aquino-L ´ Opez et al., 2018)。 

放射性核種を用いた堆積年代の推定法について： 

137Cs：半減期 30 年の人工放射性核種であり、1952年以降に盛んになった大気圏内核実験に

より環境中に拡散した。1963 年に部分的核実験禁止条約が締結されたことで、この年を境

に 137Cs 濃度は減衰に転じたため、陸上土壌や海洋堆積物中の 137Cs 鉛直分布には 1963年に

該当する層が濃度ピークとして現れる。1986 年チョルノービリ原子力発電所事故、2011 年

福島第一原子力発電所によっても、短期的に高濃度の 137Cs負荷が発生したことから、これ

らの 137Cs放出イベントが年代マーカーとなっている。 

210Pb：岩石・土壌中に含まれる 226Raはα壊変により気体の 222Rn を生成する。210Pb は、大

気中に拡散された 222Rn から中間核種を経て生成される。210Pb は大気粒子に容易に取り込

まれ、海底に沈積していく。210Pb 濃度は、一定の 210Pb フラックスと堆積速度を仮定した場

合、鉱物中からウラン系列種から生成される 210Pbを差し引けば、埋没時間に応じて指数関

数的に減少する。この原理を用いることで、約 150 年以内の年代を堆積速度から推定するこ

とができる (Moernaut et al., 2017; Hunter et al., 2023)。 

 

2－2－3. 硫化物が深海生物に与えた影響の調査 

 富山県水産研究所の調査結果（2025）によると、富山湾の複数の地点において、地震に

よる表層堆積物の流失で、深い層にあった堆積物が露出し、生物の生息に悪影響を与える

硫化物の濃度が表層堆積物中で高くなったことが報告されている。ベニズワイ漁がおこな

われている場所でも、海底地すべりの痕跡が確認されていることから（富山県水産研究

所., 2025）、ベニズワイなどの深海生物が堆積物に含まれる硫化物から受ける影響が懸念さ

れている。 
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そこで、深海生物が地震後の堆積物から受けた影響を把握するために、生物試料に対し

て硫黄安定同位体比（δ34S）測定を実施した。δ34S は酸化的環境と還元的環境で異なる

値を示すことが多く（Peterson et al., 1985）、かつ栄養段階間の分別係数も小さいため

（McCutchan et al., 2003）、食物連鎖での硫黄化合物の動態を明らかにすることに適して

いる。 

ベニズワイを含む深海生物のδ34S は、生物の筋肉試料を用いて EA-IRMS で測定を行っ

た（測定精度：δ34S=±0.25 ‰）。 

 

2－2－4. 令和６年能登半島地震に伴う深海生物の餌資源・底質変化の評価 

 地震前後の測定結果を比較し、ベニズワイガニをはじめとした深海生物の餌源の変化の

有無を推定した。また、地震前後における底質の堆積構造から、生息域周辺の海底環境がど

のように変化したのかを調査する。最終的に、地震に伴って発生した海底地すべりなどのイ

ベントが深海生物の食物環境に与えた影響を評価する。 

 

３．結果・考察 

3－1. ベニズワイガニの食性および深海食物網 

富山湾中央部で漁獲されたベニズワイ 81個体（甲幅：8.4～116.2 mm）に対して行った胃

内容物調査の結果、１種類以上の餌生物が特定できたものは 74.1 ％、空胃個体が 13.6 ％、

胃内容物は認められるが生物種が特定できない個体が全体の 12.3 ％であった。胃中で観察

された餌生物の形状としては、カニ類は甲殻の一部、イカ類は未消化の肉片、魚類は小魚の

ものとみられる小骨や脊椎骨、バイ類は殻とみられるものが観察された。各餌生物種の出現

頻度をサイズ別にみたところ、甲幅 20 mm 以下の個体では、バイ類の出現頻度（78.5 %）

が最も高かった。甲幅 20～60 mmの個体では、バイ類の出現頻度(68.4 %)が一番高かった

が、魚類の出現頻度（63.2 %）も高くなった。甲幅 60 mm 以上の個体では、魚類の出現頻

度（65.2 %）が最も高く、バイ類の出現頻度（8.7 %）は極端に低くなった。このことから、

ベニズワイは成長と共に、主要な餌がバイ類から魚類へと変化することが示唆された。ベニ

ズワイにおいて、体サイズの大きさで捕食する餌が変化することが確認されたのは、今回が

初めてである。ベニズワイの近縁種であるズワイガニでは、成長に伴う鉗脚（かんきゃく：

カニ類のハサミのこと）の大きさの変化によって餌の利用可能性が変化することが確認さ

れている（Squires and Dawe., 2003, Kolts et al., 2013）。ベニズワイにおいても成長に伴う

鉗脚の大きさの変化が、捕食する餌の変化を促していることが考えられる。 

 平均的な餌の記録を反映するベニズワイのδ13C・δ15N は、それぞれδ13C は－18.3～－

16.8 ‰、δ15Nは 11.7～13.7 ‰の範囲で変動した。どちらも成長に伴って同位体比が有意

に上昇する傾向（p <0.01）が認められ、特にδ13C において明瞭であった。δ15N の変動は、

2 ‰以内で、1栄養段階に相当する 2.3~4.5 ‰より小さいことから、成長しても栄養段階の

位置は変化しないことが示唆される。一方で、δ13C は 1.5 ‰と 1栄養段階（1 ‰）を超え
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る変動であった。この結果は、成長とともに餌源が変化することを示すだけでなく、δ15N

の結果を踏まえると、ベニズワイが捕食する低次消費者が重いδ13C をもつ種へシフトした

ことを示唆する。 

ベニズワイの食物網の位置とそこから推定される餌源を決定するため、ベニズワイの生

息域で獲れた深海生物などとともに CN マップで示した（図 2）。図から、ベニズワイが沈

降粒子を基底とする食物連鎖上（C：N = 1：3.4）に位置し、3 次消費者に属することが分

かる。2 次消費者の位置には、表層魚類がプロットされることから、主要な餌源であること

を示唆する。これは、胃内容物の結果からも支持される。一方で、深海魚類は、ベニズワイ

との行動範囲が物理的に近いにもかかわらず、ベニズワイよりも高い栄養段階に位置し、餌

源としての寄与は小さいと考えられる。以上のことから、ベニズワイは主に表層から落ちて

くる表層魚類を捕食していることが考えられた。しかし、今回の調査からはどのような魚種

を捕食しているかは明らかにならなかったため、来年度明らかにしていく予定である。胃内

容物調査と整合的であった魚類とは対照に、バイ類は、ベニズワイと栄養段階が近いため、

サイズに関わらず餌源としての高い寄与を説明することはできない。この相違は、バイ類が

栄養源以外の用途で捕食されている（例えば、カルシウム源としての摂取）と解釈すると解

決されるかもしれないが、今後取り組むべき課題である。少なくとも、成長に伴った餌源の

変化にバイ類は寄与していない可能性が高い。CNマップからの１つの単純な推測は、捕食

対象の表層魚類が変化したということである。しかしながら、この結論に導くには、死骸の

種類は選択的でないこと、表層魚類間の同位体比の変動要因が明確でないこと、などの課題

が残っている。 

 

図２．深海生物のδ13C・δ15N 

赤い線は食物連鎖を表す（C：N = 1：3.4） 

表層魚類はアジ類、サバ類、イワシ類、ブリのデータを使用（大塚 未発表., 2016） 
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3－2. 深海生物の生息域周辺における底質調査 

地震後の黒部川沖では、8cm の堆積物が得られた。下位は中礫を含む中粒砂の塊状で、最

上部は粗粒シルトが重なる（図３-E, F）。平均粒径は、223μm である。一方で、地震以前は、

全体に生物擾乱の発達したシルト質砂である（図３-D）。平均粒径は、65μm で、主モード

が 100μm、最上位 0-1cmのみバイモーダルな粒度分布を示し、副モード 13μm である。常

願寺川沖では、長さ 28cm の堆積物が得られた。下位が粘土質シルトで明瞭な境界をもち、

この上位に約 10cm の砂層を挟んで、最上位は粘土質シルトで構成されるのが特徴である

（図３-B, C）。深度 10.5-6.5cm では、下位の細礫を含む砂から砂質シルトに上方細粒化を示

し、上に植物片を多量に含む。その上位の深度 4.5cm では、再び砂層となり、最上位の粘土

質シルトまで上方細粒化する。10.5cm の砂層直下には、生痕が複数認められる。平均粒径

は、深度 10.5-6.5cm で 213μm、10.5cm下位では、17μmである。対して、地震以前は、全

体に生物擾乱の発達したシルト質砂であり（図３-A）、平均粒径は、地震後の 10.5cm 下位と

概ね一致する（14μm）。 

地震以前の黒部川沖堆積物中の 210Pbexと 137Csはそれぞれ、31.0～364 Bq/kg、1.8～3.9 Bq/kg

の間で変動し、検出限界以下の値には到達しなかった（図４）。210Pbex の最大値は最表層に

あり、下位には深度 7cm で極大が認められる。その下部からは指数関数的に減少した。対

照的に、137Cs は深度に伴って上昇し、最大値は試料の最下部で検出されるのが特徴である。

地震後の常願寺川沖堆積物中の 210Pbexと 137Cs は、9cm より下位では検出限界以下であった

（図４）。どちらも最大値は最表層で認められ、2.9と 448 Bq/kg の値であった。 

 地震後に採取された堆積物は、上位の地震以前よりも粗粒な砂質堆積物で特徴づけら

れる。黒部川沖の堆積物は、8cm以深を採取することはできなかったが、地震以前と同様な

底質の堆積物は認められなかった。生痕がなく、塊状な特徴は、最近に短期間で堆積した可

能性が考えられる。常願寺川の堆積物は、下部が粘土質シルトで、明瞭な境界面をもって砂

が重なる。砂の上位では、粒度の急速な粗粒化と、その後の上方細粒化が認められ、タービ

ダイトの特徴を捉えている(Mulder et al., 2003)。中間に多量の植物片を含む様式から、はじ

めに粗粒砂が堆積し、次いで細粒砂や比重の小さい材片が堆積したことがわかる。植物片が

認められることは、陸域あるいは陸域に近い堆積物の供給を受けたことを示唆する。採泥点

の上流部は、地震後に、かに籠漁具の流出や深層水取水管の切断が報告された場所に当たる

ことから(富山県水産研究所, 2025)、斜面崩壊による海底変化を捉えたものである可能性が

高い。 

地震以前の黒部川沖において、採取深度内で 210Pb と 137Cs が検出限界に達しなかったこ

とは、地震以前から堆積速度が速い地域であったことを示している。1983 年から実施され

ている日本海の表層海底土中 137Csのモニタリング結果によると、大気圏内核実験後に残存

した 137Cs は、試料採取時の 2023 年には 2～5 Bq/kg 以下まで減少していると推計される

(Oikawa et al., 2013)。従って、137Csの深度に伴う上昇は、1963 年に対応する濃度極大が採取

深度以深にあり、堆積物全体が少なくとも 1963 年以内に堆積したことを示唆する。Plum 
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210Pb ベイズ年代モデルを適当した結果、堆積物全体を通して、堆積年代を狭い誤差範囲で

推定することができた（図４）。最下部の推定年代は、1964±3年となり、137Cs 濃度が下位

に向かって上昇することと整合的である。堆積速度は、0.43±0.1 cm/yrとなり、この地域周

辺の報告値（0.25～0.53cm/yr）とも一致した(第 54 回黒部川ダム排砂評価委員会, 2021)。こ

のことから、2024 年認められた明らかに前年と異なる砂層は、平均堆積速度 0.43cm/yr を遥

かに上回って、短期的に堆積したことが明らかになった。 

地震後の常願寺川沖の 210Pbexと 137Cs が検出された層は、タービダイトを含む 10cm より

上位であり、下位の粘土質シルト層では、いずれも検出されていない（図４）。２で述べた

ように、137Cs の海底への蓄積は 1950 年頃から始まり、210Pbexは、150 年未満の堆積物から

しか検出されないことを述べた(Moernaut et al., 2017)。従って、このような鉛直プロファイ

ルは、濁流に伴って地震以前の表層堆積物が浸食され、さらに沖合へ流出したと解釈するの

が妥当である。逆に、粗粒なタービダイト層に 210Pbexと 137Cs が含まれることは、上流側で

細粒を含む表層堆積物を巻込んできたことを意味する。地震以前の黒部川沖から得られた

堆積速度に基いて、150 年分に相当する堆積物の長さを計算すると 54～83cm と推定される

ことから、富山県東部でもかなり大規模に斜面崩壊が生じたことが考えられる。210Pbex と

137Cs のインベントリは、1.8 Bq/cm2、0.012Bq/cm2であったが、この地域の平均的な大気沈

着によって要求される 210Pbex のインベントリ 2.7 Bq/m2 よりも 30%程度低い(Ochiai et al., 

2022)。この結果は、除去効果、すなわち斜面崩壊によって堆積物が流出したという見解を

支持している。 

以上は、2024 年能登半島地震以降に、富山県東部でも大規模な海底地すべりが発生し、

底質が変化したことを示唆する結果である。少なくともこの地域では、表層堆積物は、数

10cm に渡って、泥質から砂質に変化し、浸食された泥はさらに沖合へと運ばれたと考えら

れる。このような瞬間的な堆積は、底生生物の埋没させた可能性がある。また、乱泥流によ

る表層堆積物の浸食は、古い堆積物の露出を引き起こし、地震後に発生した全硫化物量の上

昇やマクロベントスの減少の要因となったと考えられる(富山県水産研究所, 2025)。 
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図３. 海底堆積物の半割断面写真と X 線 CT 装置撮影に得られた断面画像 

常願寺川沖の海底堆積物(A)2021 年 5 月、(B)2024年 5 月、(C)2024 年 5月、X 線 CT、

黒部川沖の海底堆積物(D)2023年 5月、(E)2024年 5 月、(F)2024 年 5 月、X 線 CT 

 

 

図４．黒部川沖（２０２３年、左）と常願寺川沖（2024 年、右）堆積物中の 210Pbexと

137Cs 濃度の深度プロファイル。破線は、黒部川沖が、Plum 210Pb ベイズ年代モデルに基

く推定年代値を（青色の背景色で誤差範囲を示す。）、常願寺川沖が、中央粒径（μ

m）を示している。 
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3－3. 深海生物のδ34S 

地震後の海底地すべりによって硫化物を多く含む古い堆積物が露出したことで、海底下

の硫酸還元反応により生成された H2S の放出や元素硫黄・硫化鉄などの沈殿が露呈した可

能性がある。一般的に、これらの形成過程では、海水/間隙水中の硫酸から軽い 32S が優先

的に利用され生成物に濃縮するため、低いδ34S を示す。 

富山湾に生息する深海生物のδ34S は、すべての生物において、地震前後の有意な変化は

確認されなかった。多くの生物では、おおむね 17-19 ‰の値をとり、富山湾の底層海水（21.4

±0.04‰）よりも低かった。これは海水中の硫酸を同化する際に、32S が優先的に取り込ま

れるためで、硫酸由来とされる海産動物の同位体比 15-20 ‰の範囲内であった（Fry., 1988）。

このことから、本海域のほとんどの深海生物は、堆積物からではなく、海水中から硫黄化合

物を取り込んでいると考えられる。 

一方で、ベニズワイとクロザコエビは、それぞれ、14.0-16.8 ‰、11.1-12.6 ‰と低いδ

34S 値を示した。この結果は、これら２種が軽いδ34S をもつ硫黄化合物を取り込んでいるこ

とを示唆しており、堆積物粒子に含まれた硫黄化合物を摂取していることが考えられる。今

回、地震前後でδ34S の変化が認められなかったが、3－4.で記述する深海生物の餌源変化が

なかったことを考慮すると、ベニズワイは底質が改変した環境から逃避し、餌場を変えたと

いう推測ができる。 

 

3－4. 令和６年能登半島地震に伴う深海生物の餌資源変化の評価 

 地震前後である 2023 年と 2024 年に朝日町沖で漁獲された甲幅 90 mm 以上のベニズワ

イのδ13C を測定した結果、地震前は－17.7～－16.3 ‰（平均値：－16.9 ‰）で、地震後

は－17.6～－16.4 ‰（平均値：－17.0 ‰）となり、δ13C における平均値の差の検定を行

ったところ、地震前後でδ13C に有意な差は認められなかった（t =1.30、df =67、ns）。ま

た、δ15Nを測定した結果、地震前は 12.2～14.4 ‰（平均値：13.1 ‰）で、地震後は 12.4

～14.9 ‰（平均値：13.4 ‰）となり、δ15N における平均値の差の検定を行ったところ、

δ15N においても地震前後で有意な差は認められなかった（t =－1.53、df =67、ns）。 

 以上、地震前後でδ13C・δ15Nに変動がほぼ認められなかったことから、ベニズワイは震

前後で捕食する餌はほぼ変化しなかったことが示唆された。 

図５．ベニズワイガニのδ13C・δ15N の時系列変化 赤ラインは地震の発生時期を表す 
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また、ベニズワイ以外の深海生物で、地震前後におけるδ13C・δ15N の平均値の差の検定

を行ったところ、すべての生物で地震前後にδ13C・δ15N の有意な差は認められなかった。

このことから、地震前後において、深海生物の捕食・被食関係は変わらず、深海食物網の構

造に大きな変化はみられなかったと考えられる。 

 富山県水産研究所のベニズワイ資源状態の調査結果（2025）によると、富山湾中央部で行

われた桁網調査において、甲幅 40 mm 以下のベニズワイが雌雄ともに生息密度が過去 10

年平均の 26 ％にまで減少していた。また、成体雌の生息密度については 6 ％にまで激減

していた。乱泥流の発生により海底環境が悪化したことで、ベニズワイが逃避・減耗した可

能性が考えられている。 

このように、資源状態に甚大な影響があったベニズワイだが、今回の同位体比による結果

では、地震前後でベニズワイを含む深海食物網には大きな変化は見られなかった。その要因

として、3－1.で前述したように、ベニズワイやほかの深海生物は表層魚類やプランクトン

類などの表層生物を餌源として頼っているためだと考えられる。現在のところ、表層魚類や

表層のプランクトンが地震によって甚大な影響を受けたという報告は確認されていない。

よって、海底に生息し、地震によって甚大な影響を受けたベニズワイではあるが、餌は地震

の影響をあまり受けていない表層生物に支えられているため、餌資源に変化がなかったと

考えられる。 

図６．地震前後の深海生物のδ13C・δ15N 

薄い色は 2023 年、濃い色は 2024 年のデータ 

 

４．まとめ・来年度に向けた展望 

⚫ 胃内容物とδ13C・δ15N の結果から、富山湾のベニズワイの主要な餌は表層魚類であ

ることが推察された。 

⚫ 常願寺川沖と黒部川沖で採取された表層堆積物は数 10cmに渡って、泥質から砂質に変

化し、地震以降に、富山県東部で大規模な海底地すべりが発生し、底質が変化したこと

を示唆し、底生生物の生息に影響を与えたと考えられる。 

⚫ ベニズワイをはじめとした深海生物は、地震前後で捕食する餌にほぼ変化はなく、深海

食物網の構造に大きな変化は確認されなかった。これは、深海生物が表層の生物に餌源
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を頼っているためだと考えられる。 

 

 来年度は、今年度と同様の調査を行うことで、ベニズワイの資源回復状況によって、深海

食物網がどのように変化するのか、詳細に明らかにしていく予定である。また、今年度は十

分解明することのできなかったベニズワイが捕食している魚類の種類の特定、バイ類の餌

としての重要性、一部底生生物の低いδ34S の原因などについて追究していき、より明確に

深海食物網を把握することを目指す。 

 

【本研究における 2024 年度成果物】 

国内学会・研究集会等 

三神崇重, 張勁, 三箇真弘, 稲村修、 胃内容物と同位体比から推定したベニズワイガニの成

長に伴う食性変化、 2024 年度水産海洋学会研究発表大会、静岡、2024 年 11 月. (口頭発

表) 
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